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二
○
○
三
年
五
月
十
日
フ
ラ
ン
ス
・
ア
リ
エ
ー
ジ
ュ
県
の
村
マ

ゼ
ー
ル
に
於
い
て
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
の
碑
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
が
、

そ
も
そ
も
新
潟
県
の
西
洋
医
学
教
育
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）

七
月
、
当
時
の
新
潟
医
学
教
場
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
ヴ

ィ
ダ
ー
ル
は
新
潟
医
学
校
校
長
と
し
て
三
○
人
余
り
の
生
徒
を
指

導
し
、
月
五
○
○
人
余
り
の
患
者
の
診
察
に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
が

発
端
と
な
り
新
潟
で
は
県
立
新
潟
病
院
医
学
所
、
県
立
新
潟
医
学

校
、
県
立
甲
種
新
潟
医
学
校
、
官
立
新
潟
医
学
専
門
学
校
、
官
立

新
潟
医
科
大
学
、
国
立
新
潟
大
学
医
学
部
と
な
り
、
現
在
ま
で
八

二
四
五
名
の
卒
業
生
を
出
し
て
い
る
。

新
装
な
っ
た
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
顕
彰
碑
除
幕
式
は
日
本
側
か
ら
蒲
原

宏
、
小
林
晶
両
先
生
と
筆
者
三
人
が
出
席
、
そ
の
際
日
本
側
か
ら

日
仏
医
学
会
（
会
長
岡
島
重
孝
先
生
）
の
親
書
を
持
参
し
た
。
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新
潟
県
西
洋
医
学
教
育
の
噴
矢
Ｊ
・
Ｐ
・

Ｉ
・
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
の
碑
除
幕
式

清
水
陽
人

除
幕
式
の
前
日
は
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
の
生
誕
地
ベ
レ
ー
ル
を
訪
問
し

た
。
ベ
ル
と
エ
ー
ル
で
美
し
い
空
気
、
夏
な
ら
薫
風
と
で
も
訳
せ

る
。
十
九
年
前
筆
者
が
最
初
に
訪
問
し
た
時
と
同
じ
納
屋
が
あ
る

だ
け
だ
っ
た
が
、
今
は
六
年
前
か
ら
民
家
と
な
っ
て
お
り
、
裏
の

風
景
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
当
時
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
家

は
サ
ル
ズ
ィ
エ
ン
ヌ
、
べ
ロ
ポ
デ
イ
エ
ン
ヌ
と
言
わ
れ
今
で
も
そ

の
土
地
の
人
達
が
知
っ
て
い
る
位
名
誉
あ
る
家
柄
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
こ
の
ベ
レ
ー
ル
に
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
四
万
五
千
坪
の
土

地
を
所
有
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
家
名
は
サ
ン
・
ユ
ベ

ー
ル
（
聖
な
る
館
）
と
言
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
少
年
は

一
キ
ロ
先
の
サ
ル
・
シ
ュ
ア
・
レ
ル
ス
の
教
会
へ
叔
父
の
イ
ポ
リ

ッ
ト
・
フ
ォ
ー
レ
神
父
の
教
え
を
受
け
に
通
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

し
か
し
若
干
九
才
で
神
学
校
に
編
入
し
て
い
る
。

筆
者
は
既
に
日
仏
医
学
会
恒
例
の
〃
秋
の
夕
べ
〃
で
招
待
講
演

を
行
い
、
当
日
の
除
幕
式
の
概
要
を
報
告
し
た
が
、
創
立
五
○
周

年
に
当
た
る
日
仏
医
学
会
の
指
摘
か
ら
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
が
日
仏
医
学

交
流
史
の
噴
矢
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ヴ
ィ
ダ
ー
ル
の
帰
路
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

新
装
な
っ
た
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
顕
彰
碑
除
幕
式
は
今
年
五
月
一
○
日
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フ
ラ
ン
ス
・
ア
リ
エ
ー
ジ
ュ
県
（
醇
凰
眉
①
）
ト
ゥ
ル
ー
ズ
の
南
東

六
三
キ
ロ
に
あ
る
マ
ゼ
ー
ル
（
巨
闇
町
隅
）
と
い
う
小
さ
な
美
し

い
村
の
墓
地
で
挙
行
さ
れ
た
。
こ
こ
は
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
終
焉
の
地
で

も
あ
り
、
人
口
二
八
○
○
人
余
り
、
産
業
は
林
業
、
花
火
産
業
、

フ
ォ
ア
・
グ
ラ
等
だ
が
、
パ
ミ
エ
平
原
と
す
ぐ
近
く
の
ピ
レ
ネ
ー

山
脈
の
麓
で
自
然
豊
か
な
土
地
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は

シ
ャ
ル
ル
・
セ
リ
エ
前
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
名
誉
教
授
、
マ
リ

オ
・
ル
ヌ
ー
教
授
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ア
ル
マ
ン
ゴ
ー
氏
（
共
同

研
究
者
）
、
ル
イ
・
マ
レ
ッ
ト
マ
ゼ
ー
ル
村
長
ご
夫
妻
、
ア
ン

リ
・
ネ
ル
ー
下
院
議
員
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
レ
ジ
ャ
医
師
、
ジ
ェ

ラ
ー
ル
・
ブ
ル
ス
サ
ル
・
シ
ュ
ア
・
レ
ル
ス
村
長
、
ミ
シ
ェ
ル
・

ロ
ッ
ク
ジ
ョ
フ
ル
将
官
、
ピ
エ
ー
ル
・
セ
イ
ア
ン
前
海
軍
少
将

（
ミ
デ
ィ
ピ
レ
ネ
ー
日
本
協
会
会
長
）
、
ヌ
ゲ
医
師
、
モ
ー
ジ
ェ
前
陸

軍
大
佐
（
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・
ヌ
ー
ル
協
会
会
長
）
等
で
あ
る
。
日
仏

を
問
わ
ず
こ
の
公
式
団
入
場
の
際
は
墓
の
あ
る
墓
地
の
一
番
奥
の

糸
杉
ま
で
小
学
生
に
日
仏
両
国
旗
で
迎
え
ら
れ
、
最
初
か
ら
感
極

ま
る
思
い
で
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ジ
は
一
気
に
上
が
っ
た
が
、
シ
ョ
パ
ン

の
葬
送
行
進
曲
の
後
日
本
側
に
よ
る
碑
除
幕
が
行
わ
れ
、
ア
ロ
キ

ュ
シ
ョ
ン
（
小
ス
ピ
ー
チ
）
と
続
い
た
。
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
誕
生
か
ら

日
本
出
向
ま
で
（
ア
ル
マ
ン
ゴ
ー
氏
）
、
日
本
で
の
活
躍
（
蒲
原
先

生
）
、
フ
ラ
ン
ス
帰
国
後
マ
ゼ
ー
ル
終
焉
ま
で
（
セ
リ
エ
教
授
）
で

そ
の
後
両
国
の
献
花
が
行
わ
れ
た
。
日
本
側
の
献
花
後
は
蒲
原
先

生
に
よ
る
仏
教
の
お
経
が
読
ま
れ
た
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
非
常
に

好
評
を
博
し
た
。
そ
の
後
君
が
代
と
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
の
国

歌
が
奏
で
ら
れ
、
最
後
は
マ
レ
ッ
ト
村
長
の
謝
辞
で
っ
つ
が
な
く

式
は
終
了
し
た
。

午
後
は
コ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
役
場
の
狭
い
会
場
で
立
錐
の
余
地
も

な
い
程
人
が
集
ま
り
あ
た
か
も
フ
ラ
ン
ス
の
医
史
学
会
の
一
地
方

会
と
で
も
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
。
以
上
今
回
は
顕
彰
碑
除
幕
式
の
模
様
を
中
心
に
そ
の
ス
ラ
イ

ド
を
呈
示
説
明
す
る
が
加
え
て
や
は
り
行
っ
て
初
め
て
分
か
っ
た

刮
目
に
価
す
る
驚
く
べ
き
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
の
事
実
に
直
面
し
た
。
こ

れ
も
披
瀝
し
た
い
。

（
新
潟
市
）


